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編 集 後 記

　仙台市立病院医学雑誌第 43巻をお届けいたします．本巻では原著 3編，症例報告 3編の
計 6編を掲載しております．本巻に掲載されている論文は 2023年 5月 31日までに投稿され
たものですから，実質コロナ禍の中で執筆された力作揃いです．本誌を刊行できる環境を提
供していただいた皆様に感謝いたしますとともに，学術活動をたゆまず続けておられる先生
方にあらためて敬意を表したいと存じます．
　そのコロナ禍の 3年間からもようやく解放され，学会活動は従来の現地参加に加えて，コ
ロナ禍の苦し紛れの中でオンライン参加もだいぶ浸透し，以前にも増して活発化しているよ
うに思います．学会活動が活発化すると，当然のことながら著述活動も活発化し，おそらく
世の中の投稿論文数は上昇の一途を辿っていることでしょう．ただし，ご注意あれ．投稿論
文数は増えても，その受け皿となる権威ある医学雑誌は増えないので，掲載論文数はそうは
増えないはずです．ところが，現実には雑誌掲載論文数は増え続けています．理由のひとつは，
いわゆるハゲタカジャーナルの存在です．ハゲタカジャーナルとは法外な掲載料を支払いさ
えすれば論文を掲載する悪質な雑誌のことです．実際に掲載されている論文は粗悪で信頼性
の低いものが多いのですが，世の中には「自分の業績を増やすため」あるいは「学位取得の
ため」に大枚払ってでも雑誌に論文を掲載したいと思っている人たちが一定数存在するので，
ハゲタカジャーナルは増え続けています．ハゲタカジャーナルへの掲載歴があると，科学者
としての信用が貶められる危険がありますし，権威ある雑誌では不受理となることもあるよ
うですから，十分ご注意いただきたいと思います．
　ハゲタカジャーナルにひっかからないようにするには，権威ある雑誌で掲載してもらえる
ような論文を書く力を身に着けるのが最も正当な方法です．研修医・若手の先生方には，本
誌への投稿を通じて，近い将来経験する博士号研究・論文作成の腕を磨いていただきたいと
思います．
 （刈部　博）
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